
体育祭19日のバスは16：30になりました。
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“２６8”とは南郷中の全校生徒数です 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ メールのテスト配信を実施しました。各ご家庭に届きましたでしょうか？ ◆◆

４月２７日にメールのテスト配信を行いました。届かなかった方は、必要な対応を施し、メール
が受信できるようにしておくことをおすすめします。メールは天候の急変などに学校として対応す
る場合、いち早く対応の内容を把握できる手段です。是非南郷中学校の安心メールを受信できるよ
うお手配頂ければ幸いです。

◆◆ ゴールデンウィーク中も連日春の大会が行われました。その結果は？･･･ ◆◆
予選リーグを全勝で勝ち抜いたサッカー部は、決勝トー

ナメント準決勝で三崎中学校と対戦。７－０で下し、決勝
進出しました。決勝の相手は逗子開成中学校です。勝負は
拮抗していましたが、予想外のフリーキックでのゴールを
奪われ、初めて追いかける展開となりました。流れを幾度
と呼び込みはしましたが、再び予想外の直接フリーキック
によるゴールを奪われ、０－２で破れ、準優勝となりまし
た。５月５日６日に行われた逗葉地区春季大会においても、
再び逗子開成中に０－１で惜敗。こちらも２位でした。
バスケットボール部は、写真の女子の部は葉山中に善戦

するも敗退、久木中にも敗退しました。男子の部は、３連
勝と順調に勝ち進んできましたが、４戦目久木中学校に、
４７－４８と１点差で敗れ、５戦目の逗子開成中に勝利す
るも、同じく４勝１敗の久木中学校に直接対決で敗れてい
たため、惜しくも２位となりました。
大会を通しての優秀選手賞に、坂本センリ君が選ばれま

した。
４日はバドミントンの逗葉地区大会に応援に駆けつけま

した。観戦した男子団体戦は、ダブルスで２－０で勝ち、
シングルスが０－２で負け、残ったもう一つのダブルスの
結果に委ねられました。１－１で迎えた最終セット、３点
差でマッチポイントを先に握り、勝利目前。やや勝ちを焦
った隙を突かれ逆転されてしまい敗れました。女子の部は、
団体戦が準優勝。シングルスで滝澤柚郁さんが準優勝、
矢澤菊さんが３位。ダブルスで青木恵・齊藤小夏さんチー
ムが優勝。小池花・由井七海さんチームが準優勝でした。
それぞれ課題が分かり、今後の練習に活かすべきことが明
確になった大会だったようです。

このほか、３日に池子の森競技場にて開かれた陸上逗葉春季大会にて、女子共通砲丸投げで、秋
山楓さんが、１０ｍ３１ｃｍの大会新記録で優勝しました。
また、卓球横ブロ学年別大会でもベスト３２に食い込む選手が二人いました。
横須賀ブロック大会において県大会出場枠を賭けて戦った女子バレーボール部は、県大会出場が

かかった決定戦（１セットマッチ）で惜敗。あと一歩及ばず涙しました。
それぞれ様々な課題が見えた春季大会だったと思います。大変惜しい結果に終わった部活も多く

ありました。今年の生徒会のスローガンは「一歩前進」です。まさに言葉どおり、各部活今の状況
から一歩前進した姿を夏に見たいなと思いました。

◆◆ ２日生徒総会が開かれました。 ◆◆

生徒総会に臨む生徒の姿勢は真剣でした。「何を決めたかが
自分たちが分かっている」のは、当然のようですが、実際は
かなり理想的な姿です。生徒総会に立ち会った私の目には、
その理想的な様子が伝わってきました。生徒が討論したのは、
いじめの問題です。４年前の生徒会がいじめをなくす宣言文
を掲げて以来、南郷中生徒会はいじめ問題に真剣に取り組ん



できました。そんな中、２学
年から「安心度チェック」が
やりっぱなしにならないよう、
クラスごと何かしら気にとめ
ていくことが提案されました。
白熱した議論の末、提案が採
択されましたが、生徒一人ひ
とり「何を決めたか」しっか
り自覚してくれたようで頼も
しかったです。

◆◆ ＰＴＡ総会も無事終了いたしました。 ◆◆

１日は、ＰＴＡ総会でした。新役員さんや、事業計画、決算報告や予算が承認されました。
1. 運営委員会の実施（意見交流・友好の場として）
2. 学年・学級活動の実施
3. 校外指導委員会活動の実施（体育祭時駐車場整理など）
4. 成人教育委員会活動の参加（六校合同家庭教育フォーラム）
5. 学校行事への協力（体育祭・文化祭・マラソン大会など）
6. PTA行事の充実 •PTA親睦（文化祭：ふれあいルーム、マラソン大会：豚汁作り）

•ふれあい活動の支援と推進（草刈り、花植え）
•高校説明会 など

7. 「運営委員会だより」の配布
8. 葉山町 PTA連絡協議会・神奈川県 PTA連絡協議会への出席
9. PTAによる登下校時パトロールの実施
10. 防災活動の実施（災害用飲料水の備蓄）

といった計画で１年間ご努力頂きます。今年度もご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

◆◆ ５月９日、学校評議員会兼学校関係者評価委員会を開催しました。 ◆◆

今年度から学校評価は、学校評議員さん４人に、ＰＴＡ代表グループの４名、そして長柄小学校
教頭を加えた、学校関係者評価委員会にて行います。５月９日にその１回目を開催しました。１回
目は、本校の学校経営方針を説明し、授業を参観いただきました。２回目には、５月と１０月の職
員アンケート結果の変化や、生徒アンケート・保護者アンケートの分析から、課題を見つけ２月ま
での改善策について検討頂きます。３回目の２月には、年間を通して課題となったことを洗い出し、
次年度の改善策を検討頂きます。反省を活かし次の行動を起こすサイクルをＰＤＣＡサイクルと呼
びますが、そのサイクルが機能するように努めたいと思います。
今回話題になったことを挙げれば、

①自転車通学の重要性と様々な課題 ②保護者や地域も加わった「チーム南郷」を作り上げていく
上での課題 ③より具体的な危険性が学べる実効性の高いスマホ・携帯教室の開催が必要な世の中
④授業形態が習得した内容を授業内で活用できる方向に変わっていく可能性についての話題 ⑤葉
桜方面の通学路の課題 ⑥雨の日にバスが予定を大幅に遅れるという運行上の課題 などなどあり
ました。地域の方々が集まる教育懇話会等で検討すべき課題や、南郷中職員が検討すべき内容もあ
り、それぞれ一歩ずつ整理・解決していきたいなと感じました。

◆◆ 保健室横の掲示物読んでいますか？ 角川先生からのアドバイスが載っています。 ◆◆

先日までは健康診断に関わって、「脊椎側湾症」
の保健ニュースが掲示してありましたが、内
容が変わって、「新しいクラスに慣れてきまし
たか？」というタイトルで、この時期を乗り
越えるために、不用意な発言・声かけに気を
つけていく本人の心構えや、部活の先輩とし
ての声のかけ方の心構え等が紹介されていま
す。参考になる部分も多いかと思います。保

健室前を通りがかったら、角川先生からのメッセージを是非読んでみてください。
さて、８日の全校集会では、「ハートのポケット」の木下先生の自己紹介もありました。色々な

ことに精通していて、スキューバダイビングや船舶の免許を持っていたり、様々な国を訪問したり、
実際に住んでいたりと人生経験が幅広い方です。みんなの相談に乗れるたくさんのチャンネルを持
っていられます。皆さんには、遠慮なく相談して下さいとのことでした。「ハートのポケット」も
チャンスを活かして訪問してみましょう。基本的に、木曜日には三本木スクールカウンセラーさん
もいらっしゃいます。悩みは抱えず、相談することが一番早い解決の道だと思います。


